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⼈は⾃らの課した制限を外してどこまで⾃由な発想ができるか？ ⽇本版 GAFA への道 
 
⼈は、会社での⽣活においても⽇常⽣活においても常識の中で⽣きている。この常識という
ものは厳格な形で存在する絶対的真理かというと、これはいささか疑わしい。多くの⼈はい
わゆる常識を疑うことが少ないが、パラダイム・シフトによりこの常識が突如として⼤きく
変化するときがある。天動説から地動説へ、いわゆるコペルニクス的転換がそうである。ま
た、最近の例であれば、かつては盛⼤に執り⾏われた死者への祭典・葬儀が今⽇では「⾹典
はご遠慮」は会社では当たり前となり、世間⼀般では病院のベッドから葬儀場への直送も常
識化し始めた。知らぬ間に、誰かが亡くなり跡形もなく消える。考えようによっては現代の
神隠しである。 
 
今⽇は常識と思っていたものが
明⽇には常識でなくなる。この
ような⼤変動の世界に私たちは
⽣きている。⽣活習慣然り、科
学的真理然り、また本⽇の⽇本
経済新聞で取り扱われているノ
ーベル化学賞受賞・吉野彰さん
の考え⽅然りである。⼈は⾃分
の思考できる範囲を周囲からの
影響を受けて、知ってか知らず
かはさておき、⾃らに規制をか
けている。⾔い⽅を変えると、
⾃ら作り出した思考の牢獄の中
に⾃らを閉じ込めているのであ
る。 
 
この思考の牢獄から抜け出すためには、ゼロベースからの思考、すなわち常識などというも
のはこの世の中には存在せず、全てに疑いを持つ考え⽅が必要である。もし、この思考が⾃
由⾃在にできるようになったならば、⼈はそれを武器に⼼の、そして物理的な⼤きな富を築
き上げることができるだろう。 
 
 



右に⽰した 10 年前の 
⽇本経済新聞では、 
宇宙論や量⼦論など
は⼼を空にして無か
ら有を創造する。会社
などの実社会におけ
る⾏動において、この
空（無）からの創造を
⾏うことができる能
⼒が持てれば、何と素
晴らしい世界が⽬前
に洋々と広がり、私た
ちは魅⼒的な、そして
刺 激 的 な こ の 海 を
嬉々として進んでい
ける興奮と幸せが味
わえることだろう。 
 
⽇本⼈も常識の⼀部
を取り払い、⾃由発想
できる社会的⾵⼟が
形成できれば、吉野彰
さんのいう「⽇本にも
GAFA を」も夢ではな
くなる。⼀旦常識とい
う鎧を脱ぎ捨てる。そ
れができるのは若い
⼼である。そのために
は、鋳型にはめ込まな
い教育が今後その重
要性を増していくこ
とは間違いない。試験
の点数が良い秀才よ
りも、⾃由に発想でき
る頭、いわゆるスマートな頭を持った⼈材が求められる世の中へのコペルニクス的転換点
に⽇本もいよいよ差し掛かっている。 



内容紹介（アマゾンの書評より） 
「情報のパラドックス」という問題をめぐって、理論物理学者のレオナルド・サスキンドは
スティーヴン・ホーキングと 20 年以上にわたって論争を続けた。本書はその理論的対決の
物語だ。 
「情報のパラドックス」とは、ブラックホールに落ち込む粒⼦の情報は永遠に失われるのか
という問題である。ホーキングは⼀般相対論の⽴場からその情報は永遠に失われると論じ
た。それがサスキンドのいう「ブラックホール戦争」の始まりだった。 
サスキンドによれば「情報の保存」は「物理法則の時間的な可逆性」という形で物理学に深
く刻み込まれていて、ホーキングの主張は物理学の⼟台に爆弾を投下することに等しかっ
た。サスキンドはホーキングの主張に抵抗し、ゲラルド・トフーフトとともに情報が失われ
ることはないという論陣を張った。 
この論争が重要であるのは、量⼦論と⼀般相対論をいかにして調和させるのかという問題
に結びついていたからである。量⼦論と⼀般相対論は物理学のもっとも根本的な理論であ
りながら、互いに両⽴できないままだ。ブラックホール戦争は、ふたつの理論を調和させる
ことを⽬指した新しい物理学の基本的な枠組みをめぐる、熾烈な格闘だった。 
20 年以上に及ぶ論争から「ブラックホールの相補性」や「ホログラフィック原理」といっ
た新しいアイデアが⽣まれ、それらは今では世界中で盛んに研究されるにいたっている。ブ
ラックホール戦争によって、物理学にパラダイム・シフトが起こったとサスキンドは断じて
いる。 
サスキンドは理論的な対決の物語を遊び⼼たっぷりの読み物に仕上げた。読者を楽しませ
るための仕掛けが本書にはたくさんちりばめられている。サスキンドは「エネルギーとは何
か」「物理学でいう情報とは何か」「情報の保存とは何か」「エントロピーとは何か」といっ
たもっとも基本的なことからていねいに説明しているので、本書を読むのに特別な知識は
まったく必要ない。本書の隠れた主題は、物理の⾯⽩さを伝えることにある。本書は物理学
への賛歌であり、物理の考え⽅の本当の⾯⽩さを⼼ゆくまで堪能できる⼀冊だ。 
 
 
 
 
 
 
 


